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２０２３年は何と言っても、コロナが春先に５類になりようやく通常の活動が再開できる 

ようになったうれしい年でした。 

３年半という長い間、延期に次ぐ延期となった受入れと渡航は気を付けながら予定通り実施できました。 

受入れは４月のカナダ North Bayクラブ(ショート)、６月の Youth program(ショート)、１０月のスイス Solothurn

クラブ。 渡航は８月のアメリカ San Diegoクラブへの family渡航、９月のイギリス Cornwallクラブでした。 

コロナ前よりもむしろ充実した忙しい行事内容であった為、長い間の休止中に忘れかけていた受入れの段取り

など改めてネジを巻きなおす必要がありました。お互いに年齢も重ね、受入れ時の運転の不安や、１週間フルの 

受入れは体力的にきついなど問題も生じてきましたが、「思い切って久しぶりに受入れをして活動の楽しさを思

い出した」という声が数多くありました。 

そんな中でも San Diego への family 渡航は準会員が子供を連れ、また会員は孫を連れて総勢２５名という、

大所帯の初めての試みでわくわくするものでした。Jackie さん始め相手クラブの用意周到の暖かい、きめ細やか

な受入れで、初めて参加した子供を含めた全員が感激し、FF活動の良さを認識し大成功の渡航となりました。 

今回の事が 1度限りのことに終わらず、次に続く活動になるようにと強く願っています。 

また、コロナ期間中は設立以来欠かさず行ってきた月１度の例会もなかなか開けない状況が続きました。その

間の会員の繋がりが途切れないことを願って、また報告連絡事項などを徹底するための手段として広報係の協力

を得て「奈良便り」を作成し、お送りしてきました。幸い現在は活動が再開できましたので、今後は受入れの報告や

感想、及び渡航記の冊子用として利用していこうと考えています。２０２３年は San Diego、Cornwall、Solothurn

の３回分が発行できました。 

私たちはあくまでも奈良クラブ会員として Myff を通じて FFI に登録していますが、一方で FFI では、いよい

よ個人会員制度も本格的に始動を始めています。２０２４年は奈良クラブも準会員制度の見直しを図り、我々の活

動をより多くの人達に知ってもらい、参加して頂けるように取り組んでいこうとしています。 

 

 
1/29 (日) 総会（とみの里） 

2/18(土) セルビア研修生の日本文化体験 

3/5 (日)  WFD（とみの里） 

4/13（木） 愛知クラブと１泊２日の国内交流 

5/28 (日) 例会後、バーバラさんの講演 

7/30（日） 例会後、 リグビィーさんの講演 

11/12（日）中部ブロック会議（大阪クラブ主催） 

11/23（木）サンディエゴ渡航報告と準会員交流会 

12/17（日） 例会後 モリスさんの講演 

 

  

 

 

 
4/7～11    North Bay Club (カナダ)  

6/16～18   Global Youth Program 

8/1～8/9  San Diego Club（アメリカ） 

Family渡航   

9/5～9/11  Cornwall Club（イギリス） 

10/2４～10/31 Solothurn Club （スイス） 

 

会長 佐々木 啓子 

 

2023年を振り返って 

＊奈良便り発行 

奈良便り特別号（San Diego渡航） 

奈良便り１3号（Cornwall渡航） 

奈良便り１4号（Solothurn受入） 
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総会は出席者 44 名、委任状 22 名で成立。総会は無事終了。その後、大西さんに「FF の将来と今後のク

ラブ活動の在り方」について、プロジェクターを使ってお話して頂きました。 

新年会は参加者３６名で、久しぶりにお弁当をとっての昼食で歓談をし、その後は福田さんと石橋さんの

ニューコンビの楽しい進行で、みんなで体を動かしてゲームを楽しみました。 

最後はいつものようにみんなで踊って楽しく終了。 

司会 福田  

 

１月 29 日（日）「とみの里ふれあい会館」に於いて

10:30～16：00 

会長  佐々木啓子 

副会長 内田堯子 樋室冨佐子 

事務局 浅田喜美子 渡辺妙子 

会計  西井昭子 石橋信子 

交換  辻井良行   

広報  道上恵子 

次世代 浦林直子  

企画  池上世子 河村ひとみ  

福田和美 湯浅順子（新） 

監査  乾真理   

顧問  大西弘 仮家正剛 

 

２０２3年度役員 

総会出席者 

今回は総会後、お弁当を

楽しみました。 

総会
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新年会

セルビア人実習生の  2月 18日（土）「竹林園」に於いて 

令和２年と４年に引き続き、生駒市「かざぐるま」の依頼により、セルビア人研修生への３度目の日本文化

紹介をしました。今年もお茶会と着物の着付け、田中さんにお琴の演奏をして頂きました。今年のゲストは２

人だったので、着付け、お茶会も早く終わり、ゆっくりお琴の演奏が聞けました。「ドナウ川の漣」や「エリーゼ

の為に」のピアノ曲をお琴で聞くのは新鮮だったようです。 
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3月 5日（日）「とみの里ふれあい会館」に於いて 13：00～15：00 

・出席者数：43名（女性 36名／男性 7名） 

・その他の参加者：ゲスト 1名・見学者 1名。 

パネラーの６名の方々の貴重な体験談を聞き、国際交流の楽し

さと今後の活動に1歩、2歩踏み出す勇気を持つことの大切さを

再確認することが出来ました。端崎さんご紹介の Raymond 

Bucker さんのクイズを通して自己紹介、FF の創設者ジミー・カ

ーター氏の話、奥様との出会いから結婚に至る話、和やかな雰囲

気の会となりました。 

また、会員の手作りのお菓子を頂きながらおしゃべりも弾み活

気のある集まりになりましたが、時間が押した関係上、質疑応答

が余り出来なかったのが残念でした。 

会員の 

手作りお菓子

でティータイム 

Raymond Buckerさん

パネラーの皆さん

  4/7～4/11 

アンバサダー13名、4泊 5日 

全日程天候に恵まれ、「素晴ら

しいプログラムで、FF 奈良メン

バーの明るく親切で優しいおも

てなしに感激した」との声も多く

聞く事が出来ました。 

（詳しくはブログに掲載） 
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4/13～14 

 『高見の郷しだれ桜見学ツアー』  

4/13 日八木駅にて愛知クラブと合流、愛

知 15名、奈良 20名が参加して桜見学へ。 

その後亀の井ホテルに泊まり、くじ引きで

席を決め楽しく会食、大西さん宅にステイして

いたソウルクラブのチャールスも参加して、 

大盛況の国内交流になりました。 

14日朝食後、 

平城宮跡を自由見学。 

和束でお餅つき 
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  6/16～6/18 

  8/1～8/9 

25名（大人１１名、 

子供１４名で参加） 

コロナで延び延びに

なっていた渡航、やっ

と念願かない、皆大満

足、大成功の初のファ

ミリー渡航でした。 

詳しい内容は「奈良便

り特別号」に掲載 

アメリカ・カナダ・オーストラリアから

の１５人。そのうち両親または祖父母

がFFの会員で、一緒に参加したティー

ンが８人。ホストは９家族。東京、広島

でホームステイを終え、西大寺にお出

迎え。大阪でおばあさん３人が、電車

に乗り遅れるハプニング有り。２日目

は皆で平城宮跡でのランチ後、奈良公

園へ。（詳しくはブログに掲載） 
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  10/24～10/31 

  9/5～9/11 

14名参加 

コロナで３年半持ち越しだったリタ

ーンの渡航がようやく実現。各自でフ

ライトを予約してロンドンの同じホテル

に現地集合するという初の試みでし

た。翌朝揃って Cornwall に向かい、楽

しい渡航が実施出来ました。 

奈良便り１３号に掲載 

5/28 (日)  

   

 「 The gift of Cherry Trees 

 from Japan to USA 」 

今年の FF講演会（３回）
後ページへ続く 

   

アンバサダー１１名、中抜きに京都で１泊しての滞在。

前半、後半でホストをチェンジした人は、楽に受入出来

たという声も。久しぶりにポトラックパーティーをして、

豪華な料理が並び、奈良クラブのパワーを再認識。最後

の日に、アンバサダーの一人がコロナ陽性で、他のアン

バサダー全員が抗原検査するというハプニング有り、そ

れも思い出の一つに。 奈良便り１4号に掲載 

 

 

1884年 Eliza Scidmoreさんが日本の桜に出

会い、美しさに感動し、桜並木をワシントン DC

に作ろうと提案し、多くの人の尽力により 1912

年当時の東京市長尾崎行雄氏が日米友好の証

に 3000本のさくらをワシントン DCへ寄贈 

神山バーバラさん 

生駒市在住 

アメリカ州立大学出身 
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編集・発行  ザ・フレンドシップフォース・オブ・奈良 広報 

事 務 局 〒631-0006 奈良市西登美ヶ丘 4-2-16 電話：0742-48-5732  

E-mail ffnara@kcn.jp   HP http://ffnara.jp/ 

 

 

 

昨年は、当同好会に 40名の方にご登録頂きま

した。しかし、残念ながら荒天の影響もあって、

3回、延べ 42名の参加にとどまりました。 

本年も 2月 5日の会議で年間計画を立て、会

員の体力に合わせた参加しやすいコースを中心

に実施予定です。 

健康づくり、会員同士の交流、歴史探訪など

魅力一杯です。皆様の積極的な参加をお待ちし

ています。 

＜2023年実績＞ 

4/21(金) 大阪府民の森 くろんど池 15名 

7/2 (日) 亀の瀬 龍田古道     21名 

11/17(金) 木津川アートウォーク   6名 

 

 

第 3木曜に実施 

 

 

 

3/29・9/27開催 

講師 Martin    

   

     Chris   

   

        

  

引き続き大西さんのご指導の下、１４名が月２回初・中級

に分かれて参加、また役割分担制とした。                                

 

 

 

初級（5名）火曜日 10月末で終了 

中級（4名）木曜日 10月末で終了 

中級（5名）火曜日 10:00～11:30 

QR コードでホームページが見られます 

 

（田中、渡辺） 

 

（池上） 

 

（藤井）休止中 （大西） 

 

（辻井） 

 

（山足）  

 

（藤田、三木、松本） 

 

12/19 恒例の年末歓談会 

今年はコロナも５月に５類になり、渡航、受け入れが再スタートしました。受入はカナダ、スイス、それに

Global Youth Programも加わり 3回、渡航はアメリカ、イギリスと２回あり、すべてのプログラムで日本語、英語の

冊子を作りました。アメリカ・サンディエゴ渡航からは、渡航・受入の後はブログに載せるのではなく、奈良便りで詳し

く報告することにしました。今回からアニュアルレポートは、受入・渡航については詳細を奈良便りで報告しているの

で、日付を記録に残すという目的で作成することにし、全体を８ページで収めました。 

今年は広報の仕事が大量に増え、仕事に追われた１年でした。      道上恵子 

 

                                

（浦西） 

2008年来日され、2009年から国境なき医師団に加わり１年

の半分は他国へ出向き支援活動をされ、後の半分は日本で英語

の先生、ボランティアのサッカーコーチとして活動されています。 

 

Dean Rigby さん（ニュージーランド出身） 

日本に 35 年在住、日本語は堪能、英語でマオリ

の歴史、文化を楽しく話していただきました。 

 Haka マオリダンスを習い、みんなで 

Ka mate Ka mate  

Ka ora  Ka ora と 

歌いながら踊り、  

盛り上がりました。 

Kia ora！(ありがとう！) 

「マオリ族について」 7/30（日） 

 

12/17 (日) 

 モリスさん（ナイジェリア出身） 

 

「人道支援活動について」 

 

http://ffnara.web.jp/

